
 



 

 
 

メーデーの歴史を振り返り、現代的意味を問い直す！ 

５・１中之島メーデーに大結集を！！ 
 

メーデーは、世界の労働者が統一して権利要求と国際連帯の活動をする日であり、国際連合で

も定められた国際デーです。いわゆる社会主義国をはじめ、欧米、中南米、東南アジア、アフリ

カなどの多くの諸国、世界 80 ヶ国以上で祝日とされています。日本においては現在のところ祝

日ではありませんが、1984 年の第 54 回大会で「メーデーの祝日化」が特別決議されたほか、

個別の労使協定により休日にしている企業もあります。 

 

～メーデーの歴史～ 
 

1886 世界初のメーデー 

世界最初のメーデーは1886年にシカゴで行われた。合衆国カナダ職能労働組合連盟（FOTLU）の労働者が、

8時間労働制を要求する統一ストライキを闘ったのである。 

スローガンは、 
 

8時間は仕事のために、8時間は休息のために、8時間は俺たちの好きなことのために 

eight hours for work, eight hours for recreation, and eight hours for rest 
 

1日12時間から14時間の労働時間が当然だった当時にお

いて、これは人間らしい生活を手に入れるための先進的で

切実な要求であった。 
 

1890 国際メーデー 

FOTLU は同年 12 月にゴンパーズ氏を会長としてアメ

リカ労働総同盟（AFL）に改組した。AFL は 1988 年、8

時間労働制要求のため 1890 年 5月 1 日にゼネストを行う

決定を行い、1889年の第二インターナショナル創立大会に

おいてゼネストと同日に国際連帯デモを行うことを要請、

これが決議され 1890 年5 月 1日にアメリカやヨーロッパ

各国において第1回国際メーデーが勝ち取られた。 
 

1920 日本初のメーデー 

日本における第1回メーデーは、1920年5月2日に友愛会（後の日本労働総同盟）の主催で開催され、約1

万人の労働者が「8 時間労働制の実施」「失業の防止」「最低賃金法の制定」などを訴えた。翌年からは 5 月 1

ヘイマーケット事件 

1886年のストライキにおいて、労働者4名

が警察官により射殺されたことを受けて、シ

カゴ市内のヘイマーケット広場で抗議集会を

開催したところ、解散を求める警察側との間

で爆発物を使用した衝突が発生、警察側7名、

労働者側4名の死者が出た。 

裁判では 9 名が起訴され、7 名に絞首刑の

評決が下されたが、被告人らが無罪であった

ことが6年後に認められている。 

1890 年に第 1 回が開催される国際メーデ

ーは、この事件が発端となっている。 



 

日に行われるようになり、開催時や参加人数も増えていった。 
 

1936 メーデーの禁止 

しかし1936年、二・二六事件の発生により戒厳令が敷かれ、同年3月19日付で内務省より治安維持を目的



 

（全労連）や全国労働組合連絡協議会（全労協）による分裂開催となった。 

また連合系メーデーは 2001 年以降 4 月 29 日や土曜日に行うようになり、一方で全労連や全労協は 5 月 1

日開催を続けるなど分裂と対立の構図は解消されていない。 

 

～メーデーの現代的意義～ 
 

現在の労働情勢 

総評が解体されて以降の数十年、日本社会における労働組合の力は減退し、組織率は20％を下回り、一方で

非正規労働者の割合は40％を超えました。昨秋に可決された労働者派遣法「改正」は、派遣労働者の雇用を安

定化させるものでは決してなく、現在議論されている「同一労働同一賃金」もまた、抜本的な格差是正が望め

る見込みはありません。 

さらに数年前から議論されている「残業代ゼロ法案」は、過密労働、長時間労働、延いては過労死を誘発す

る可能性が無視できませんし、「不当解雇の金銭解決」が法制化されれば、正社員の日正規化、あるいは正社員

も含めた雇用の不安定化に拍車がかかることになります。 
 

現在の労働法制 

それでも私たちは、憲法の団結権に基づいて労働組合を結成し、団体交渉権を用いて団体交渉を申し入れて

います。労働基準法を根拠にして未払い残業代を請求し、有給休暇を取得し、そこから派生した労働契約法に

依拠して不当解雇を争います。 

しかしこれらの比較的恵まれた労働法制は、天から降ってきたものではありません。この文章で見てきたよ

うに、100 年以上前から脈々と、数多くの労働者が血を流して勝ち取ってきた権利であり、逆にここ数十年の

ように労働組合が闘わなくなれば、いともたやすく政府や経済界から切り崩されてしまうものなのです。 
 

何をなすべきか 

そこで我々がやるべきことは、一つに、現存する法律や制度を最大限に活用して権利を拡大していくこと、

二つに、それを実現していく原動力として労働組合を強化拡大し、社会的影響力を復権していくことです。 

その第一歩として5月1 日には、8時間労働制を脅かす諸制度に反対し、仕事と休息と好きなことのために

生きられる社会を実現するため、おおさかユニオンネットワーク主催の中之島メーデーに結集しよう！という

のがこの文章の結論です。 

 

 

中之島メーデー 
 

日時：2015年 5月1日（日）10:00 

場所：大阪中之島剣先公園 

主催：おおさかユニオンネットワーク 
 

 



 

 

 

 

団体交渉拒否事件として、大阪府労働委員会、中央労働委員会のいずれにおいても、組合主張

が認められ不当労働行為認定がされた事案です。２月８日、補助参加人（関西ユニオン代表）と

して、初めて本件行政訴訟に参加してきました。実に最初の団交申入れから３年が経っています。 

名古屋に本社のあるゲオホールディングスが、関西ユニオン（当時、アルバイト・派遣・パー

ト関西労組）のアルバイト組合員Ｉさん（大阪在住､勤務）の労働条件の一方的不利益変更を議題

とする団体交渉を、名古屋でないと開催しないとしたことにはじまります。 

大阪市内で団交をやれない理由にならない理由をあれこれ並べ引き延ばしていました。ゲオホ

ールディングスの大阪開催の場所がない、費用がかかるに対し、「組合事務所開催」の提案もしま

した。結局、ゲオホールディングスは、名古屋開催を譲らなかったのです。 

中労委命令での「事案の概要」を示しておきます。 

 本件は、組合が、平成２５年１月１０日に、ゲオに雇用される雇用される組合員Ｉの勤務時間

に関する団体交渉をゲオに申し入れたところ、ゲオホールディングス（以下、会社）は、組合の

申し入れた団交は、ゲオではなく会社が対応すべきとした上で、組合の同月２４日、同年２月６

日及び１４日の各団体交渉申入れによる団体交渉の開催場所を組合が希望する大阪市内ではな

く、会社の本社所在地の愛知県春日井市内又は名古屋市内とする回答を繰り返し行い、団体交渉

が開催されなかったため、組合が、会社の対応は労働組合法第７条第２号の不当労働行為である

として、平成２５年２月１９日に大阪府労働委員会に救済申立てをした事案である。大阪府労働

委員会の命令は、①大阪市内における団体交渉応諾、②謝罪文の手交。 

中労委命令を不服としたゲオホールディングスは、東京地裁に行政訴訟を起こしました。目的

は、引き延ばすことによって組合員のＩさんがあきらめて辞めることを狙っていたのでしょう。

全国に店舗展開をしているゲオとしては、もめごとが全国各地で起き場合、各地に団体交渉に出

かけなければならない中労委命令の確定をさけるため、東京地裁で係争状態をした上で、引き続

き組合員のＩさんを辞めさそうとしていたのでしょう。 

ゲオホールディングスが東京地裁の行訴で、最後に提出した「準備書面４」では、① 団交を名

古屋で行った場合の双方の不利益について、② 団交開催に向けての交渉を当方が一方的に打ち切

ったという指摘について、これまでと同じこじつけの主張をしました。 

 組合員のＩさんは、ゲオホールディングスの対応に呆れながらも、①については、「比率で考え

れば、月収１３万に対する交通費６千円の比率と、何１０億という利益に対するゲオホールディ

ングスの団交準備費用（交通費など）の比率を比べれば、当方のそれの方が遥かに大きく、当方

の不利益が大きい。②については、団体交渉を大阪で開かなければならない『法的根拠を示せ』

とまで言ってきた相手を、まだ信用しろという方が、社会通念上無理である。また、大阪で団体

交渉する気があるのなら、大阪で団交できる日時を示さなければならないのは、これも社会通念

上、ゲオホールディングス側の方である。と感想を述べています。 

 ゲオホールディングス事件の大阪府労働委員会、中央労働委員会の命令書は、管理職ユニオン・

関西のＨＰの「勝利命令・判決」に掲載されています。ご覧ください。      （仲村） 

 

ゲオホールディングスによる中央労働委員会不当労働行為救済命令取消請求事件 

東京地裁での行政訴訟が結審し、４月２５日に判決！ 

 



 

解決報告 

定年後の 3 年目雇用契約更新での闘い 

                       ◆メタボな老兵◆ 

 

私は 2年前の 2014年 3月に 60歳定年を迎え、それ以後嘱託社員となり製造現場で自動車用金

属加工部品の検査及び梱包作業に従事してきました。この間の 2 年間の賃金は定年前の団体交渉

で勝ち取った世間の平均的な定年再雇用賃金よりも多少多めの金額で就労し、毎日肉体労働とは

云え気楽に何のストレスも感じる事無く、粛々と仕事をこなしてきました。そして、3年目の嘱託

社員契約更新を控えた約 4ヶ月前の昨年 12月初めに例年通り同一賃金での契約更新要請を MUを

通じて会社側に申し入れしたところ、今回の会社側回答は、月 2万円のダウン、年間にして 24万

円減給提示という不利益変更でありました。どうやら嘱託社員の就業規則に規定された賃金規定

のダウン率(勝手に作成して労働基準監督署に届けたものと思われる)を理由に減給してきたもの

と思われました。会社側としては、これで十分勝算ありと踏んで回答してきたものと予想はつき

ましたが、黙って引き下がる訳にはいきません。早速団交申し入れ書を FAX し、仲村書記長とＯ

執行委員を交え作戦会議を実施。そして年初の 1 月 7日、組合では今年最初の団体交渉が私の会

社(八尾市上尾町)で行われる運びとなりました。今回の会社側は従来の団交対応とは違い、弁護

士も雇わず、自分の会社へ呼び付ける(今までは全て弁護士会館で団交)という横柄な対応で、益々

私の戦闘意欲が燃え上がったのであります。 

団交当日は近鉄河内山本駅まで仲村書記長とＯ執行委員に来て頂いて出迎えし、バスに乗り換

え会社に案内。会社の応接室にて社長と総務部長が出席して団交開始。会社側から今回の減給理

由の説明があり、案の定就業規則を持ち出して賃金が下がるのが当り前のような口ぶり。そこで、

私からこの 2 年間の仕事内容が全く変わってない事と減給されるような働き方をしていない事を

社長に強く反論したところ、私の仕事ぶりは評価しているので改めて契約条件を要求書として提

出するよう態度を軟化。これを受けて同一価値労働・同一賃金は労働契約法 20条で規定されてい

る事やこの法理に違反する不当労働行為をあくまで行うなら団体行動権を行使してビラまき、街

宣行動の強硬手段に出ることを組合からの要求書として提出した結果、会社から 3 年目も従来と

同様の同一賃金で更新するとの回答があり、あっ気なく決着。団交から 2 週間余りでのスピード

解決でありました。 

今回の闘いでは、会社からの不利益変更に対しては、何があっても闘う姿勢を取り続ける事が

肝要であるということと同じ仕事をしている限りは賃金は下げられないという事を改めて実感し、

この勝利は、これから同じような問題に直面する方々への良い参考事例になれば幸いと思ってい

ます。 

 

 



 

 

 

私が管理職ユニオン・関西に駆け込んだのは、2015年 10月中旬でした。 

会社から試用期間 1ヶ月延長を一方的に告げられ、なんとか撤回できないかとネットで相談できる場所を

調べ、管理職ユニオンに行きつきました。部長職であった私は、今まで「課長職以上の管理職が組合に参加

できない」という言葉を疑うことなく信じ込んでいました。初めてのＴＥＬ対応は大橋さんで、その日の

19時に仲村書記長と面談できたことは幸運でした。１ヶ月経ず 11月末日で本採用せずとの通知を受けまし

たが、その内容は全て解雇する為のでっち上げでした。セクハラ、パワハラ、能力不足、コミュニケーショ

ン不足、報連相不足など子供の言い訳より酷い作り事に、情けなさを超え力の持つ者の罠に怒

りを感じました。12月、１月の 2回の団体交渉での仲村書記長、岡本さんの硬軟織り交ぜたや

り取りは愉快、痛快で心の中で拍手喝采、一気にくやしさの心の靄が晴れる大きな出来事でし

た。最悪の訴訟に備え、団体交渉の録音の文書化は手間がかかりましたが、遣り取りを学ぶ良

い経験になりました。結果として 4ヶ月少しの勤務でしたが 5か月分の解決金を得ることができました。本

当に泣き寝入りせず良かったと思います。仲村さん、岡本さん、大橋さん、西村さん様々なご教示、ご鞭撻

ありがとうございました。一人では闘えなかったと思います。 

知識がないことは不幸です。今まで善としていた会社が悪に代わることを経験し、無縁と思っていた労働

基準法、労働組合法等生きていく上で大切でした。また当事者が活動を通じて少しでも不幸が繰り返されな

いようにと思います。 

 

 

私がＭＵに加入してから１４年近くが過ぎました。その間、会社の総務部長や顧問弁護士と罵りあうよう

な団交やあまり意味のない労基法違反を労基署に申告に足を運んだこともありましたが、ここ数年は会社側

で比較的真面目な人事担当者に変わったこともあり、平穏な労働者生活を送っていました。 

とはいうものの３年半前には団交出席した総務部長や社労士の無責任かつ不用意な発言

をもとに一旦は抗議行動することになりました。私にとり大変面白く会社内でも楽しい労働

組合活動もできるかもと思ったのもつかの間、仲間であるはずの同僚組合員等との対立があ

りその行動も断念することになりました。 

やりきれないと思いながら、Ｏさんに励まされここ数年は新入組合員学習会に従事、又Ｋ委員長を中心に

兵庫県組合員との学習交流に軸足を置く機会が増えていました。そうした中、昨年、仲村さん、大橋さんよ

り会社への賃上げ（春闘）を掲げた交渉を組合員に喚起すると聞き、Ｏさんの勧めもあり９月、１０月と賃

上げを求め会社と団交をしました。会社側（若手人事部２名、顧問弁護士１名）は「Ｋさん（私のこと）の

営業成績では賃上げはちょっと・・・（難しい）」といった説明に内心「そらそうですわ、この成績ではな・・・」

と情けなく思いかけていたところ、仲村さんより会社の賃上げの原資がどうなっているのか、岡本さんより

営業成績だけで働きを決めるべきではないとの反撃して頂きました。その後、数回会社側と書面でやりとり

し、決して大きくはないのですが、ベースアップを勝ち取ることができました。組合加入後賃上げがほとん

どなかったことを思えば意味のある団交であるものになりました。 

今後は賃上げのみならず、要求、改善をしていきたいと考えています。今回の交渉に尽力いただいた仲村

さん、岡本さんそしてＨＲさん、本当にありがとうございました。しばらく先には今度こそ面白そうな交渉

をしたいと思います。その際には皆様のご支援をお願いします。 

～解決報告～団体交渉は愉快、痛快で、心の中で拍手喝采でした！ 

 

   春闘報告～これは春闘なのかな？   組合員Ｋ 

 



 

 

 

 

 

 3月20日（日）春闘御堂筋デモを行いました。や

や風が冷たかったものの、

空は晴れ渡り、絶好のデ

モ日和。全日建連帯関西

生コン支部や同関西クラ

フト支部、北大阪合同労

組、京都ユニオンにも応

援に駆け付けていただき、

総勢50名を超えるデモとなりました。 

 午後 1 時過ぎから、中之島公園女神像広場にて集会開始。主催団体

であるＭＵとＫＵの他、協力いただいた各組合にアピールをしていた

だき、現在交渉継続中の組合員からも報告と支援要請をしてもらいま

した。思いのほか時間がなく、予定していた組合員の発言も取りやめ

て、午後2時にデモに出発。 

大阪市役所前から御堂筋を南下し、難波まで。ゆっくり歩いたこともあって、1 時間半もかか

りました。警察からは「もう少し早く！」との要請が何度かありましたが、適当に聞き流して、

できる限り時間をかけた形。 

先導車のシュプレヒコールに合わせて、参加者が

「同一労働、同一賃金」「最

低賃金１５００円」「労働法

制改悪反対」「残業代ゼロ法

案反対」「解雇の金銭解決制

度導入反対」等々声を張り

上げました。もっとも、シ

ュプレヒコールに慣れてい

ないこともあって、早すぎたり、遅すぎたり。タイミングが合わずに、

笑いをこらえる場面もありましたが、それも良し。返って、道行く人

の注目を集められたかも。三連休ということもあってやや人通りは少

なかったように感じましたが、それでもさすが大阪一番の目抜き通り

です。大いにアピールできたかと思います。 

午後 3 時半過ぎにデモは解散となりましたが、その後は組合事務所

で懇親会。各自が手に手にビールやつまみを持ち寄って、20人程がワイワイガヤガヤ。初めてデ

モに参加した人の感想を聞いたり、春闘要求の報告など話は尽きませんでしたが、午後 7 時頃に

ようやく散会となりました。 

来年は職場にとどまっている組合員は可能な限り春闘要求を出してもらい、春闘要求と春闘デ

モを組み合わせて行ければと思います。 

 

報告 3 月 20 日 春闘御堂筋デモ 



 

 

 

 

 

 3月4日（金）と5日（土）の二日間、管理職ユニオン・関西と関西ユニオンの共催で、「介護

離職を防ごう！ 労働相談ホットライン」を開設しました。朝日、読売、毎日の各紙にお知らせ

記事を掲載していただいたほか、当日はＮＨＫと毎日放送にも取材に来ていただき昼のニュース

で報道していただきました。おかげさまで、相談件数は30件とまずまずの盛況でした。また、相

談の受けてとしては、社会福祉士の方や社労士にも応援に駆け付けていただきました。当日手伝

いに来ていただいた方、ありがとうございました。相談結果を集計しましたので、以下紹介させ

ていただきます。 

 

①介護と仕事に関わる相談、②介護労働に関わる相談、③それ以外の相談 

50代女性 ③ 介護疲れで病気になり、仕事も辞めた。今は傷病手当金を貰っているが、それもも

うじき切れる。生活に困っている。見通しが立たない。 

65歳女性 ③ 兵庫県の田舎に一人で住んでいるが、買い物が不便、近くに病院がない等住みにく

い。生活に不安がある。 

男性 ① 25 年勤続している。部長職。80 歳の母親がいる。介護休業の制度や、介護休職を

とった場合の会社との関係等について留意すべきこと等、組合での経験蓄積があれ

ば教えてもらいたい。 

55歳男性 ① 勤続 16 年。正社員。役職には就いていない。母親が要介護状態で、週 3 回ヘルパ

ーに来てもらっている。その上、最近父親も不調な状態になったため、会社に短時

間勤務（午前中休みを週 3 回）希望した。会社から「3 か月は短時間勤務を認める

が、その後は退職して他の仕事を探せ」と言われた。 

娘についての

相談 

② 娘が求人広告に応募して、介護職で働いている。求人広告では8時～17時となって

いたのに、早出、遅出、夜勤もするように言われている。求人広告と条件が違う。 

72歳女性 ③ パートで働きながら、93歳の母親の介護をしている。毎週、2回のデイサービスと

1 泊 2 日のショートステイを利用している。先日自治会の役員を引き受けなければ

ならなくなった。自治会は年寄りばかりで役員のなり手がいない。今でもぎりぎり

なのに、これ以上無理。 

50歳女性 ① 私鉄大手グループのホテルで正社員として働いている。父母と自分の 3 人世帯。父

は日常生活は自立している。母は要介護 4。在宅で介護しており、ヘルパーに来て

もらっているが、限界を感じている。母を施設に入れることは考えていない。仕事

を辞めたいと思っている。しかし、退職金は700万円くらいしかないし、父母とも

国民年金しかないため、生活の見通しがたたない。 

50代男性 ③ 親の介護が必要になっている。施設入所を考えているが、知人から預貯金 1000 万

円以上あると施設に入れないという話を聞いた。自分で調べたところ、利用料は高

くなるけれど、入所できないということはないと思う。実際どうなのか教えてほし

い。→要介護１、２の場合特養には入れないというようになっているが、老健には

空きがあれば入れる。空きがあるかどうかは、地域の包括支援センターで聞いても

らった方が良い。 

介護離職を防ごう！ 労働相談ホットライン 相談結果集計 

 



 

67歳女性 ② 派遣で介護職で働いている。特養とデイサービスをやっている。元々時給930円だ

ったが、良く働いてくれるということでこの2月から1000円に上げてもらった。4

月から派遣先が直接雇用するという話があったが、時給900円という話なので、拒

否した。すると、3 月末で雇止めと言われた。年齢から言って次の仕事も見つから

ないと思う。納得できない。 

男性 ① 正社員。課長。介護休業の制度について知りたい。93日までは分割で休業をとれる

のか？ 連続して休むのではなく、それを分散して取りたいと思っている。管理職

なので、連続しては取れない。 

息子について

の相談 

③ 息子は 27 歳。大卒 5 年目である。コンピューターのＳＥをやっているが、オーバ

ーワークで寝る時間がない。このままでは身体を壊してしまう。どうすればよいか？ 

女性 ③ 非正規。大阪市の外郭団体で 1 年更新で働いている。今年 3 月 31 日で契約終了で

更新しないと言われている。継続して働きたい。 

51歳男性 ① 正社員。父親と二人暮らし。父親が腎臓を悪くして入院している。父親は歩行器な

しでは歩けない状態。医者からは週 3 回人工透析が必要と言われている。入院して

いる病院ではできないので、別の病院に連れて行かなければならない。通院付添い

のために介護休業を取ることは可能か？ また、介護休業を取った場合、ボーナス

や昇給等で不利益があるか？ 

男性 ① 正社員。80歳の父親と二人暮らし。2年前から父親の認知症が進行した。デイケア

には通っている。夜徘徊する。迷子になったこともある。常に気を配らないといけ

ないので、夜眠れない。 

女性 ② 介護の仕事をしている。利用者の数に比べて職員が少なく、仕事がきつい。時給940

円である。会社は、利用者の衣服等の洗濯について乾燥機を使うなとか細かいこと

を言ってくるが、我慢できない。 

女性 ② 介護施設で働いている。利用者からのセクハラや暴言が絶えないが、会社が何も対

処してくれない。スタッフの一部はやる気をなくしていて、仕事をきちんとやろう

とするスタッフが攻撃される。どんどん職員が辞めていく。 

43歳男性 ② 介護施設内で清掃の仕事をしている。入所者は100人くらい。時給750円で、フル

タイムで働いても月14万円くらい。給料が安い。 

60代男性 ③ 兵庫県に住んでいるが、人との交流がない。話し相手がいない。昨年は神戸に遊び

に行くこともあったが、テレビを見ていると物騒に見えて、外出することも怖くな

った。一人で家にいても気分がめいる。 

娘についての

相談 

② 娘が介護施設で働いている。契約社員。時間外労働をかなりしているのに、時間外

の給料が支払われない。夜勤で急病人が出て朝 9 時半以降も対応が終わるまで働い

ていたけど何の手当も出ていない。職場の人間関係や良いらしいが、働く環境を考

えてくれない感じである。このまま改善がないのであれば、転職も考えないといけ

ないと思うが、その場合どんな施設が良いか？ 

男性 ① 勤続5年。週4日勤務。介護施設で働いている。非常勤職員は介護休暇が取れない

と言われた。親が人工透析を受けている。また、大腸癌が見つかった。要介護 2 の

認定を受けている。今は介護タクシーを利用し、人工透析のために週 3 日通院して

いる。非常勤職員でも介護休暇は取れるのか？ 介護施設で働いているのに、親の



 

介護について全然考慮してくれないのが悲しい。 

50代男性 ① 一部上場企業で管理職をやっている。会社は表向き介護休業制度等を整備して、社

員は誰でもとれる等と言っている。しかし、自分が、部下から介護休業の申請を受

け付けたら、上から呼び出されて部下の管理ができていないと厳しく叱責された。

結果責任が問われる以上、部下の介護休業取得は言い訳にできない。会社の本音と

建前は全然違うし、中間管理職がその狭間で苦しめられている。そういう実情を知

ってほしい。 

40代女性 ③ 介護とは関係ないが、病気で仕事を辞めた。その後、色々悩み、このままでは精神

的におかしくなってしまいそうだ。そういった悩み事を聞いてもらえるところはな

いだろうか？ 市の窓口以外で相談できるところがあれば教えてもらいたい。 

知人について

の相談 

① 自分は社会福祉協議会で働いていたが、現在は退職している。知人の女性が介護施

設で働いているが大変な状態だ。その女性は、知的障害を持つ子供を抱えているが、

会社が全く配慮してくれない。その女性から相談を受けているが、自分も怒りを感

じる。 

50歳男性 ① 社員数 100 人程度の会社の課長。勤続 30 年以上。母親と二人暮らし。母親が 2 年

ほど前から認知症。徘徊がある。また、下の世話なども必要な状態である。介護が

大変だが、会社も忙しく休みをとれる状態ではない。 

48歳男性 ① 勤続 20 年。課長。86 歳の母と二人暮らし。母は昨年夏頃から認知症が出てくる。

徘徊もある。介護認定を受けたいが、母が拒否している。母は 2 週間前に体調を崩

して緊急入院した。会社には話をしているが、冷たく突き放されている。 

65歳男性 ① パート。自分の母親と叔母二人が介護施設に入所している。施設にはしょっちゅう

行かなければならない。仕事帰りに施設に行くために、自動車通勤したいが、会社

が認めてくれない。 

53歳女性 ③ 夫の両親、夫、自分の 4 人暮らし。夫の母は要介護 5 で、寝たきり状態。父は 90

歳。自宅での介護も限界だが、どこに相談したらよいか？ 

70歳女性 ② アルバイト。60歳で前の会社を辞めた後、ホームヘルパー2級の資格を取った。施

設勤務は 50 歳までと言われたので、在宅ヘルパーとして仕事を始めた。今まで 3

～4か所事業所を変わった。時給は1100円。交通費やガソリン代も出ない。仕事を

変わりたいが、他に仕事もない。介護の質がバラバラだし、国の施策と介護の実態

が乖離している。マスコミで大きく取り上げてほしい。 

男性 ③ 派遣社員。以前（2 年以上前）に働いていた職場で周囲の労働者が最低賃金以下で

働かされていた。 

 

以上、相談件数は 30 件でした。なお、その内、「介護と仕事に関わる相談」は 12 件、「介護労働に関わ

る相談」は8件、「それ以外の相談」は10件でした。少々意外だったのは、「介護労働に関わる相談」が多

かったことです。それだけ、介護労働者が劣悪な状態に置かれていて、相談すらできない状態にあることの

結果であるかと思いました。 

 

 

 



 

泣き寝入りせず、ユニオンに入って自分の力で道を切り開こう！ 

朝日新聞 仲村ＭＵ書記長のインタビュー記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

２月６日（土）午後３時から５時まで交流会を行いました。参

加者は、元組合員１名を含めて８名の参加者でした。京都駅前か

ら歩いて１５分の京都市の施設に集まりました。残念ながら滋賀

県在住の方の参加はありませんでした。 

私の方から組合の全体の方針と現況の報告をしました。京都・

滋賀在住の組合員数は、京都駅前に事務所があった当時（2004

年 1月～2011年 6 月）に比べれば激減している実態を話しまし

た。本田副委員長、Ｙさんが京都駅前の事務所を組合活動家とし

て、日常的に相談・団交・行動を取組める体制にあったことが大

きかったことを皆で実感しました。財政事情もあったにせよ、高

齢や体調不良によって活動困難になったことから閉鎖しました。事務所維持、そして面倒を見る

活動家の存在と、たまり場としての場所が労働運動にとって大きかったと参加者で確認しました。 

参加者それぞれの近況、特に大阪の事務所にタケノコを送ってくるＴＹさんは、財産分けの話

まで飛び出してよくしゃべりました。金銭解決後、雇用保険を受けながら求職活動中のＡさん。

春闘を闘おうとする上田清掃のＩさん。少し体調が良くなったとＹさん。相変わらずアンメジャ

ーのユニークな旅行業をしているＴさん。京滋の組合員との顔つなぎとして参加してくれた関西

ユニオン書記長の西村さん。 

さらに、本田さんから副委員長復活で村上裁判担当責任者として、委員長選に落選した村上が、

突然雇用された労働者であったとし“金払え”と言い出した村上の資質、裁判の内容、組合主張

の正当性などの報告がされました。 

今後のことについては、年に３回程度集まりを持っていこうということになりました。 

終了後は、５名で駅前の居酒屋に行き、労働運動の話が弾みました。           

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 12 日（土）14 時より六甲道勤労市民センターにて行われました。少しでも多くの組合員

に参加してもらうため事前に呼びかけをしたところ新たに 2 名が初参加、交流会を知ってもらう

京都滋賀組合員交流会を開きました！ 
仲村 

 

第 8 回兵庫県組合員交流会報告 
組合員ＫＴ 

 



 

組合員を増やす事ができ、意義があったのではと思います。 

今回は「労働組合法はどのように活用するか」を中心テーマに進められました。 

労働者にとり労働組合の存在が必要であること、その労働組合だからこそ与えられている特権や

法律および活用法について仲村書記長より説明をしていただきました。 

 日本の労働組合は優れており、労働三権（団結権、団体交渉権、団体行動権）が憲法で保障さ

れていること、正当な団体行動に対しては刑事・民事上の責任が問われないこと、何より 1 人で

も加入が出来、団体交渉が行える（アメリカでは 1 人では団交が成立しない）合同労組があるこ

と等、優秀な組織であることを聞き改めて労働組合の力を知りました。 

 ただ現状は労働者がそれらを活用しきれておらず、また刑事・民事免責条項があってもそれ以

外の法律を理由に団体行動が阻害されるなど、残念な現実も同時に教わりました。 

 参加メンバーからは、労働組合の役割を学生の間に教育する機会がないものだろうか、自分を

守る術を持たず、社会に出て理不尽な扱いに苦しむ前に方法はないのか等の意見が。 

弁護士や労働組合が取り組んでいるものの、学校側で積極的に動いているのは一部であり、学校

の授業でも、労働三権の細かい部分までは教えていないのではと思う。多くの学生がアルバイト

をしている以上、学校主導で法律知識を身につけることが必要だと思いました。 

そのことを裏付ける興味深い話題があったので、この誌面を借り紹介しようと思います。 

 この交流会から数日後、パソコンのニュースを見ていたら「高校生、労働協約を結ぶ」の見出

しに目が留まり全文を見るとアルバイト先であるコンビニ店の運営会社と団体交渉を行い「未払

い賃金の支払い」「レジ現金の自腹補てん分返還」「休憩時の待機時間の解消」を認めさせたのだ

が、高校生が中心になって労働協約を結ぶケースは異例であるという。 

 交渉を介したのは 2014 年 8 月に設立した「ブラックバイトユニオン」で高校生は学校で労働

法の出張授業を受け、アルバイト先の労働環境に疑問を感じ組合と相談して加入、そして今回の

協約締結となった。交流会で話し合った内容そのものであり

労働法の知識を社会に出る前の学生に教えることが大きな

成果を生むきっかけになるものだと感じました。 

その後、近況報告等を行い終了となりました。終了後は市

民センター近くの焼き鳥屋で乾杯、和気あいあいの雰囲気で

固くなった頭を柔らかくしたところで解散いたしました。 

 第 9 回の交流会は 6 月 11 日（土）に開催予定です。この

交流会も始まって2年が経ち、3年目に入ります。他府県の

組合員も多数参加され、更に充実した内容になっております。

組合員の皆さん、是非参加いただき楽しい時間を過ごしまし

ょう。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 東京統一管理職ユニオンは、管理職ユニオン・関西の先輩組合であり、現在も交流を続けてい

ます。さて、そこの特別執行委員である古山亨さんが、組合内で行った学習会の内容をまとめて、

機関誌「ふくろう便」に掲載されました。その内容が非常に素晴らしく、管理職ユニオン・関西

と関西ユニオンでも大いに参考にすべきと考えたことから、一部割愛の上で転載

させていただくことにしました。         （ＦＡＣＥ編集委員会） 

 

【管理職ユニオンとはなんだろうか？～第 1回】 

１、学習会の冒頭に紹介した三つの文章 

 はじめに三つの文書を紹介しました。 

①「歴史とは（中略）現在と過去との間の尽きることを知らぬ対話なのであります」 

「過去は現在の光に照らして、初めて私達に理解できるものでありますし、過去の光に照らし

て初めて私達は現在をよく理解することが出来るのであります」（Ｅ．Ｈ．カー「歴史とは何か」：

岩波新書） 

②「７０年代以降、この状況は一変した。大企業はより競争力をつけ、グローバルに展開し、先

進性のある存在となった。資本主義の暴走、つまり私が超資本主義と呼ぶ状況が生まれた」（ロ

バート・ライシュ「暴走する資本主義」） 

③「世界で最も裕福な所得上位６２人の資産が、下位３６億人の資産とほぼと同じ（2016年1月

19日ＮＨＫニュース） 

 

２、管理職ユニオンの四半世紀 

 管理職ユニオンとはなんだろうか？ということは常に問われるべきと思います。「我々はどこか

ら来て、どこに行こうとしているのか」という問いかけは私たちが社会的な活動を行う主体（労

働組合の活動も社会的な活動だと思います）であるかぎり、忘れてはならないと思うのです（と

いう意味で冒頭にＥ・Ｈ・カーの「歴史とは何か」を挙げました）。 

管理職ユニオンは１９９３年１２月に結成されたのですから、四半世紀を経ようとしている合

同労働組合です。この「四半世紀（実際には２２年余）」の間に、多くの労働者（管理職労働者を

はじめとする数千名）が加入しては去っていきました。事務所は当初ＪＲ板橋駅前の全国一般東

京労組事務所、ついで板橋法務局前の「ウイステリア板橋」、さらに西新宿５丁目へと移転し、西

新宿事務所のときの２００９年に路線問題が生じて２０１１年には「分裂」。その一方の組合が東

池袋に事務所を構えて、管理職ユニオン運動を引き継ぐ主体になります（初台に本部を置く東京

管理職ユニオンには、私は関わることがほぼ無く語る立場にありません）。気がつけば結成した当

時の板橋事務所に歩いて行ける場所に「戻って」きています。 

 板橋時代から池袋時代まで多くの人が加入するのですが、加入時期によってユニオンに対する

イメージあるいは活動スタイルについてのとらえ方はかなり違います（このことは今後この紙面

で述べていきます）。ユニオンのイメージが断片的に各組合員の中にあって、各々のユニオン像と

してあるのです。これは「問題解決型」の個人加盟方式合同労組であるユニオン（つまり問題を

～投稿～ 管理職ユニオンとはなんだろうか？ 

 東京統一管理職ユニオン 特別執行委員古山亨さん 



 

抱えてユニオンの門を叩き、解決すると離れていく）という性質にもよると思います。だからユ

ニオンの継続した統一的なイメージとスタイルは事務所の中心にいる「専従」に蓄積されます。

一般の地域合同労組のように職場組織が中心となって、その活動が組織専従者（オルグ＝オルガ

ナイザー）と相互補完関係であれば、オルグに蓄積されたノウハウや活動論理は職場の組合員に

還元されていきます。しかし、いわゆるユニオンの場合はこれが起こりにくい。特に、いわゆる

「会社人間」が多く、価値観もかなり経営者的な管理職ユニオンは、どうしても「実利追求」的

な傾向あり、甚だしくはユニオンを事業体さらには利益団体としてしか考えない傾向もあります。

また「専従者・オルグ」を会社の組織長・上司のようにとらえたりもします（結成後の管理職ユ

ニオンは、この弊害を避けるためにすべてを「○○さん」と呼ぶようにしていました）。 

 いわゆる「名古屋問題」というものがあります。名古屋では管理職ユニオンが専従の利害で幾

度かの組織分裂をして、労働者の団結をはからずに労働問題解決商売のような、おかしな団体と

なっては消えていきました。これはユニオンの否定的側面です。東京統一管理職ユニオンも、こ

の「管理職ユニオンのゲノム」を保持していることを自覚しておきたく思います。 

 同時に、管理職ユニオンの原型の奥深いところには、戦前からの合同労働組合運動があります。

そして戦後の「ＧＨＱ労組」から戦後の地域合同労組・全国一般運動や全統一運動のような合同

労組の運動の組合運動は、いまでもわがユニオンの組織的基盤になっています（いわばユニオン

の「ミトコンドリア」のゲノムです）。 

 

３、私たちはどんな時代に結成されたか？ 

 管理職ユニオンが、どのような時代に生まれたのか？ということについては、１月２３日の学

習会ではその一部を語るに過ぎず（無駄話が多くて時間が足りなくなりました）、次回以降の話し

になります（４月に、このテーマでの第２回学習会が予定されています）。第１回の学習会では、

バブル経済崩壊の後に１９９３年からはじまった日本のリストラの嵐が管理職労働者の大量整理

を生み、それが「リストラされた者」たちの闘いの場（管理職ユニオンをテーマとし

た「復活の砦」という小説も書かれました）として管理職ユニオンを生み出したこと

を述べました。そしてユニオンはやがて、リストラの手法としての「職場いじめ問題」

に取り組み、メンタルヘルスケアの活動を労働組合として展開するなどの社会的役割

を果たしていくのです。 

 現在管理職労働者を取り巻く状況はさらに厳しくあります。かつてのリストラの嵐

は実は同時に進行していた日本の（そして世界の）経済・産業構造の大転換は、市場

原理主義からグローバルな資本が方に蓄積した資本を展開する「超資本主義」の世界を作りまし

た（冒頭に挙げた「暴走する資本主義」を時間があったら呼んでみてください BOOKOFF なら

２００円で買えます）。そして労働者は、オルタナティブ（もう一つのありかた）を求めようにも、

求められないような状況におかれています。 

 最後に、学習会で私は次のことを「力説」しました。 

 「まぐれ当たりかもしれない成功事例よりも、わかりやすい失敗から学ぼう」。 （つづく） 

 

【管理職ユニオンとはなんだろうか？～第 2回】 

～ユニオンは加入だけでは「大丈夫」でなく「保険」でもない～ 

－－－こういうときは紙に書いて整理するに限る。バーンリーはメモ帳にこれまで明らかになっ



 

た事実を、判明した順ではなく発生順に書き出していった－－－ 

                                            （Ｆ・Ｗ・クラフツ「樽」：創元社文庫） 

 １９９３年１２月に全労協全国一般東京労組の支部組織として結成された「東京管理職ユニオ

ン」は、当時吹き荒れていた「リストラ」の嵐によって、会社から追われた管理職たちが集まる

場になり、組合員は２年目には１００人を超えるようになりました。 

 結成当初、管理職ユニオンに集まった管理職労働者は様々な人たちで、典型的な「窓際族」（い

まは死語）から、派閥抗争に敗れて会社を追い出された人、経営破綻の責任を押しつけられた管

理職や名ばかり「役員」などなど、当時の日本企業社会の縮図のような面々が板橋の事務所に集

まり、自分を切り捨てた企業や経営陣に対して、日々積極的抗議行動（時には奇抜な作戦も織り

交ぜながら）を展開していました。行動にはよくマスメディアも同行取材したため、管理職ユニ

オンの「闘う姿」は多くの人たちが知るところとなり、そして企業も管理職ユニオンに対してそ

れなりの「誠実な」態度を取り始めました。 

 江波戸哲夫氏による「復活の砦」という、当時のことを描いた実録小説が２０００年に出版さ

れましたが。まさに１９９４年から数年間の管理職ユニオンは「復活の砦」でした。 

 ところが、管理職ユニオンが「有名」になり、活動量が増えるにつれて、その「砦」の中に活

動をしない人のグループが生まれはじめました。それは①リストラ・人員整理や職場いじめ（現

在のパワハラ）に遭って、板橋の管理職ユニオンの事務所のドアを開け、組合加入して団体交渉

を行った結果（経営側も争議状態になることを恐れて）、首がつながった状態になった人②労働相

談にやってきて、当面は会社に加入通知をせずに、そのタイミングを見計らっている人たちです。 

 労働条件の向上と労働環境の改善を目的として、労使間の交渉で労働条件や労働環境に関わる

合意を形成していくという、本来の労働組合の活動から言えば①タイプの人たちは、さらに要求

を整理して交渉を続けつつ職場に仲間を増やしていく活動が必要になり、②タイプの人たちは、

いわゆる組合結成（組合加入）通知前の「非公然」の期間、会社の調査・分析、できるならば同

様な問題を抱えている労働者をユニオンに連れてくるような活動（管理職労働者にはこれが難し

いのですが）が求められるはずです。 

 ①のタイプの人たちは、ユニオンの中に「アンタッチャブル委員会」を作り、組合活動を続け

ようとします（会社が解雇や不当配転をしたくても出来ないアンタッチャブルな存在という意識

から名付けられました）。しかし「砦」中に落ち着いてしまった①タイプ人たちの中には、職場で

の組合活動を拒む人が出てきます。これは第一次「アンタッチャブル委員会問題」となり１９９

５年頃から１９９８年頃まで組織内問題となります。 

 積極的に活動をしようとしない人たちの意見は次の二つに要約できます、一つはすでに雇用が

確保されているのだから、これ以上経営を刺激したくない、自分のことだけで精一杯だから、他

の人の活動には積極的に参加できないという理屈、二つ目は、労働組合がなんと言おうが経営側

がなんと言おうが、自分の雇用は「法律で保証されている」のだから、改めて問題を起こす（会

社に要求を出す）必要はない。 

 やがて、彼らはこれらの主張の裏付けとなるような「リストラ対策マニュアル」なる本を拠り

所にして、ユニオン活動から距離を置き始め、やがてユニオンから去って行きました。彼らは結

局労働組合の団結権も団体交渉権も理解できずに、まるで芥川龍之介の「蜘蛛の糸」の世界に入

り込み、ついには会社もユニオンも去ることになるのでした。彼らのことを私は「大丈夫派」あ

るいは「蜘蛛の糸派」とします。 



 

 問題は、この「大丈夫派」が一時期、上記②タイプの人たちに悪影響を与えたことです。「法律

で守られているから」「なにもしなくて大丈夫」と、これから経営側に加入通告をしようとしてい

る人たちに働きかけて加入後の活動への不安感をあおり立てる。すると加入通告のタイミングが

遅れ、受けなくても良い解雇通告や配転命令を受けてしまう事態になるのです。でも、「不当解雇

は法律違反だから、解雇になっても大丈夫」？！ 結局、しなくても良い解雇撤

回闘争（で、実際泣き寝入りする人もいる）や裁判を提起しなくてはならなくな

る羽目に・・・。 

 この、「大丈夫派」の変形は、常にユニオンに現れます（現在も）。その一つが

間違った「ユニオン保険論」です。管理職ユニオンでは労働相談を受けたときに、

「ユニオンはあなたの保険のようなものだから、加入しては」と言うこともあり

ました。が、この保険は、ことが起こったら効果を発揮する損害保険や、生命に関わる問題が生

じたら役に立つ生命保険ではないのです。労働組合という「保険」は加入している労働者が、経

営者に対して労働組合活動をすることによって、はじめて効力を発揮する形の「保険」です。組

合活動をしていない人、経営者に自らが労働組合員であることを通告しない人には役立たない「保

険」です。このことは間違われやすいので、現在私たちは「保険論」を使いません。また、似た

ような意味で「組合アイテム論」や「組合ツール」論も使いません。曖昧なことばで最も大切な

労働三権と労働組合活動に向かう意識がなくなることを避けるためです。 

なお、「大丈夫派」がいなくなってからの「アンタッチャブル委員会」にもやがて問題が発生し

ます（第二次問題）。それは、ユニオン内だけで気の合う「仲間」を求め、自らの会社・職場内に

仲間を増やそうとしない傾向です。毎週金曜日の夜に三々五々ユニオンの事務所に集まりお酒を

飲んで楽しく過ごす「金曜交流会」が生まれます。そこで一部の人が酒の力を借りてユニオンの

あれこれを批判して（経営者批判ではないところが問題）、執行部とは別方針を示したりし始め、

ついには新しく入ってきた人に「職場活動などしなくて良い」と言ったようなアドバイスまです

る始末。これは、かつての「大丈夫派」の焼き直しのようなもの。顕著になるのは西新宿に大き

な事務所を得た２０００年から２００２年頃にかけてのことです。大きな事務所を得た管理職た

ちは「会社人間」に戻ってしまったのかもしれません。 

 で、まとめとしては「大丈夫でないからユニオンに来た」ことを忘れずに！そしてユニオンは

「保険」ではなくて労働三権、ということです。 

 

 

 

 

 

 

２月８日から２月１５日までドイツ、チェコ、オーストリア、ハンガリーを旅行しました。私の勤める日

通商事の勤続２５年のリフレッシュ休暇を使いました。５年前の勤続２０年時のトルコに続いて２回目の旅

行休暇となりました。昨年１０月に阪急トラピックスで予約を取り、お得意先から仕入先を根回しして「最

後に」？！上司に申請しました。休みを取らさない会社での前人未到のリフレッシュ休暇完全取得達成です。

準備は大変だったけど、ビジネスなしの完全な観光旅行で、ただ添乗員さんについていくだけのお気楽さは

もう最高でした。 

Mr.Kのあれこれエッセイ第８回 

リフレッシュ休暇はドイツからハンガリーへ 



 

 初日はルフトハンザ航空で羽田からフランクフルト経由でベルリンに到着してベルリンのホテル泊。知人

から聞いていたけど電気のスイッチがめちゃ大きいのがすごく使いやすくて、さっそく納得してしまいまし

た。 

 二日目はベルリン観光。ベルリンの壁が一部歴史の象徴として保存してある場所を観ました。人が自由に

往来できることがどれほど素晴らしいことかをベルリンの壁は逆説的に教えています。壁ができるまでの経

緯、その後の市民の生活、壁を乗り越えて西側へ移った人、乗り越えようとして殺された人、壁が崩壊する

ときの様子などの説明を受けました。 

ブランデンブルク門、政府関係建物や周辺、ポツダム広場、大聖堂や博物館、そしてホロコースト記念広場

などを見学しました。昼食はソーセージとジャガイモとビール。小麦でできた白ビールを試したらまったり

しているのにすっきりで飲みやすい感じ。初めての味でしたが皆さんもベルリンに行ったら試してみてくだ

さい。午後から高速道路で古都マイセンへ向かいました。日本でもすごくファンの多いマイセン焼きの工場

を見学しました。手作りの製造過程がよくわかって、マイセンの食器が身近に感じられたけど、価格は身近

にはなりませんで、お土産には買えませんでした。（トホホッ） 

 その夜はドレスデンに泊まりました。翌朝早めから観光です。リヒャルト・ワーグナーも音楽監督を務め

たザクセン州立歌劇場、レジデンツ宮殿、フラウエン教会などを回り、ドレスデンでしか買えない焼き菓子

を職場用！（この辺の気配りは必要）に買いました。ブリュールのテラスから見る風景は素敵でした。駆け

足で次の場所に移動するのが本当につらいくらいでした。散策のあと急いでバスに乗りドイツを出てチェコ

に入ります。国境を超えると通貨ユーロが使えなくなって（全く使えないということではありません）今の

が国境だったんだと実感できるくらい国境を超えるのは簡単です。チェコの通貨コルナはもうじきなくなる

かも（ユーロ圏に入る）かもしれないとのこと。プラハへ向かう車窓にはヴルタヴァ川（ドイツ語読みだと

モルダウ、こっちのほうが日本では通じますよね）の流れを眺めながらうっとり見惚れてしまう景色があり

ました。プラハに着き、ストラホフ修道院のなかにある食堂で、白身魚の料理。今回は赤ワインを注文しま

した。ボディがしっかりした感じで美味しかったです。グヤーシュというパプリカのスープはこの地方の代

表的スープだそうで飽きがこない味でした。丘の上にあるプラハ城から徒歩で市街地に降り、カレル橋を渡

り天文時計、ヤン・フス像などがある旧市街を歩きました。世界一美しいと言われるプラハの街。本当にそ

うだと思います。ゆっくりと歩いてみると、まるでスメタナやドヴォジャーク（ドヴォルザーク）の音楽が

体を包むような感慨にふけってしまいます。夕暮れまでの時間があっという間に過ぎ、旧市庁舎の塔に上り

夜景を堪能しました。いっしょに散策を楽しんだ年配のご夫妻が展望室でとても感激されていたのが印象的

でした。プラハにはまた来よう、プラハに長く留まるツアーに今度はしようと心に決めてしまった私なので

した。 

 次回は旅の後半、チェスキークルムロフ、ウイーン、ブダペストです。お楽しみに。 

＊前回のエッセイでイオンケータイが海外でも待ち受けはできるそうですと書きましたが、今回の旅行でハ

ンガリーのブダペストで試したところ、日本からの電話には反応しませんでした。詳細は確認していません

ので申し訳ないのですが、格安スマホを海外で使うときはラインやカカオトーク（韓国版ラインで日本語対

応あり）をあらかじめ通じ合わせて所用のある人との連絡手段を確保しておくのがよさそうです。ちなみに

ライン電話は普通につながりました。 

 



 

 

 

 

 

 3月 13日（日）午前 9時半に阪急芦屋川駅に 12名が集合。駅周辺は登山客で一杯であった。 

日本のロッククライミング発祥の地と言われるロックガーデン。小学生の遠足コースとは言え、なめたもの

ではない。そそり立つ岩また岩の狭間を、手足を使って這い登って行く。転倒でもすれば骨折間違いなし。

軽々と岩場を乗り越えていくボーイスカウトの一団と入り混じりながら、リーダーの O氏が鬼気迫る表情で

短い手足をバタバタさせている姿が何とも哀れであった。ともあれ、一行は何とか岩場を越え、比較的なだ

らかな山道に到達した。O 氏は息絶え絶えになりながら、「もうあかん」「進めへん」「帰る」等と散々泣き

を入れていたが、後から人がどんどん登ってくるので引き返すのは無理。途中何度か休憩を取りながら、出

発から約 2時間弱で標高 447メートルの風吹岩に到着した。 

 ここでリーダーO氏はリタイヤを宣言。それにつられて、ラーメン太

りの OT 氏、糖尿病の OK 氏、ダイエットに努めているが一向に効果が

上がらない NG氏が相次いでリタイヤ宣言。これら丸々とした一団を放

っておくわけにも行かず、やむなく私 OHも付き添うこととなってしま

った。つまり、7名が標高 931メートルの六甲山山頂へと向かう一方、

5名が別コースを辿って下山。遊歩会が二つに割れたのである。 

【下山組】 

 下山組は風吹岩で早目の昼食を取った後下山コースに入ったが、リ

ーダーの O 氏が打って変ったように強気になったのには、辟易とせざ

るを得なかった。O 氏は山頂に向かったメンバーについて、「まともな

判断ができない」「無謀だ」「遊歩会のことを分かっていない」等と言

いたい放題。しかも、途中で登頂組に電話を架けては、「まだ山頂に着

かないの？ 俺らもうじき駅に着くで～。ご苦労様やな～。」等とちょっかいをかけるのである。ともあれ、

下山 1時間ほどで麓にある保久良神社に到着。見事な梅林があり、満開の梅花の間をくぐり抜けて、街へと

降り立ったのである。 

【登頂組】 

さて、ここからが弱体化し本来の遊歩会の目的を忘れメタボに向かって邁進中のメンバーを後にし、本来

の遊歩会に立返った有志 7名の報告です。風吹岩から六甲最高峰に向かってはそれまでと打って変わってし

ばらくは、なだらかな山道が続きます。７名は山道を爽快感を味わいながら進んでいきました。そして六甲

最高峰手前の最後の難関、七曲がりの登りにさしかかるのであります。

七曲がりでは Y さんが力尽きそうになりつつも六甲最高峰下に有る一

軒茶屋での食事を楽しみに空腹を我慢しつつ登頂。一軒茶屋にて暖か

いうどんで空腹を満たし六甲最高峰で登頂をなしえた者のみが味わえ

る達成感で記念撮影、有馬温泉に向かい下山しました。有馬へ到達し

た一部のメンバーは温泉につかりビールで疲れを癒やし、バス・電車

でそれぞれ家路につきました。 

一人での山歩きも楽しいが、仲間とのんびり？会話しながらの山歩きは、なお楽し!! そんな一日であり

ました。若葉の頃に「メタボ解消・遊歩会」には、あるまじき企画も計画されているようですが（それはそ

れで楽しそうですが・・・）また、本格「メタボ解消・遊歩会」ハイキングも企画したいと思います。（Ｔ） 

～報告～メタボ解消！ 遊歩会  

ロックガーデン～六甲山制覇～有馬温泉へ  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習会 精神疾患の障害年金セミナー～ 
～うつ病など精神疾患になったとき、 

一定の基準をクリアすれば障害年金を受給できます。～ 

  ・どういうポイントを押さえれば受給できる？ 

・どれくらい障害年金はもらえる？ 

・必要な書類は？どういう手順ですればいいのか？ 

・もらえない精神疾患はあるの？気を付けるポイントは？ 

など教えて頂けます。是非ご参加ください 

 

日時：4 月12日（火）19 時～（1 時間程度） 

場所：組合事務所 講師：坂野高泰 （社会保険労務士） 

主催：働く者のメンタルヘルス相談室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入組合員学習会 

 今年から、新入組合員学習会は、入門編と中級編を開催しています。入門編では、労働者は

どんな権利を持っているのか？ 労働組合はどんな権利を持っていて、何ができるのか？ 団

体交渉の進め方など、さしあたりすぐに知っておいた方が良いことを中心にレクチャーしま

す。応用編では、職場での組合活動、労働条件改善、不当労働行為などについてレクチャーす

る予定です。新入組合員の皆さんはもちろん、そうでない方もどんどんご参加ください！ 

新入組合員学習会（入門編） 4月 9日（土）14時～ ＠組合事務所 

新入組合員学習会（中級編） 4月 28日（木）19時～ ＠組合事務所 

 

～連帯フェスタ～ 

 おでんでホカホカ 
 

毎年恒例となった連帯フェスタ。今年はおでんの店を出店予定です。春のやや肌寒い一日、

万博公園の景色を眺めながら、熱々のおでんに焼酎のお湯割りをキュ。お店の手伝いに、ある

いは冷やかしに、そしてお客さんとして、是非覗いてください！ 短時間でも構いません！ 

日時：4月 24日（日）10時～15時頃 

場所：万博記念公園お祭り広場 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西ユニオン 第 13 回定期大会 
 年に一度の定期大会です。2015年度の活動総括と 2016年度の活動方針等を議論・決定しま

す。また、新たな執行委員・役員も選任します。 

組合員の皆さんはこぞってご参加いただくようお願い 

します。 

日時：5月 29日（日）13時半開場 14時開始 

場所：エルおおさか 501号室 

※大会終了後、組合事務所にて懇親会 

メタボ解消！ 遊歩会ハイキング 

メタボなんか気にしない！ バーベキュー大会 
             「メタボのどこが悪い！」との思いを込めて、バーベキュー大会

を開催いたします。この厳しい社会を生き抜くための最後の砦は、

脂肪の量。脂肪さえあれば、寒さにも耐えられます。食糧不足でも

生き残れます。今やメタボを蔑む価値観を転換すべき時です。是非

バーベキュー大会にご参加いただき、「メタボこそ美しい！」との

価値観を共有してください。 

日時：5月 8日（日）13時～（予約の関係で変更することあり） 

場所：花博記念公園鶴見緑地 バーベキュー場 

参加費：男性：2,000円、女性・中学生：1,500円、小学生：1,000円 

 ※食材等の準備がありますので、参加希望の方は 5月 2日までに組合事務所までお申込みく

ださい。 

メタボ解消！ 遊歩会ハイキング 

国宝「信貴山縁起絵巻」の山、信貴山を歩く 
信貴山詣で賑わった往時の恩智街道を偲びつつ、山道へ入り、信貴山朝護孫子寺を目指しま

す。信貴山は標高 437メートル。体力に自信がなくても大丈夫。梅雨入り前の季節、軽いハイ

キングで汗を流しましょう！ 

 日時：6月 12日（日）10時 

 場所：近鉄大阪線恩智駅集合 
 


